
ヒト胎盤抽出物  ランドのPrim封γandAGUteCare  2007年にNBSはイン   
Protectjon Report 
2（13）2008年3月28  
HPA／Heal肋   日  

Trusbからの170000例以上の出産前検体を検査した。計  
819模体が感染マーカー陽性であった。429例（0．28％）が  
HBsAg陽性、165例（0．11％）が抗HⅣ勝性、225例（0．13％）が  
抗Treponemapa＝dum陽性であった。また1798例（2．5％）が  
風疹に対する抗体が陰性であった。  

HPA／Health  
Protection Report  
2（19）2008年5月9  

日  

2000年1月1日～2007年12月31日に、手術を介したCJDへ  

の潜在的な医原性暴露は計329件報告された。2007年7  
月1日から12月31日の間に11件が追加された。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
NATA（NationalAnonymousTonsilArchive）は2008年8月  
末までに計61619例の扁桃腺組織検体を受け取った。  
2007年1月末から扁桃腺組織中の異常プリオン蛋白の有  
無に関するスクリーニングが行われている。  

C型肝炎  烹ヨニ弄ラブ戸苛元6ラ章一盲ニⅦ育た前亘南面］石礪捕甜  
新規症例が診断された。2005年と2006年の同時期の新  
規症例数は各々377例およぴ365例であった。HCV診断の  
累積数は23686例であり、その内12％の死亡が確認されて  
いる。2007年12月31日現在、スコットランド人口の約250  
人に1人がHCV抗体陽性と診断された。  

2008：42（20）：176－  
HPSWe寧klyReport  18丁  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  英国NatjonalCJDSurveiJJanceUnjtによると200β年7月4 日現在の英国における 確定および疑いvCJD症例数は 計167例で、内3例は生存中である。フランスIns批正de  
ProMED－  

mai120080707．2058  

VeilleSanitaireの2008年7月7日付け月間集計によると同  
国で1992－2008年に記録されたvcJD確定および疑い症  
例数は23例で全て死亡している。  

バミテプラーゼ（遺伝子組換え）  
前石蘭画‾‾  

チャイニース ハムスター卵 巣細胞  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

炭症  
トーゴの農業畜産水産省は、同国北部で庚症が発生し、6  

ProMED－  

mai120071227．4149  人が死亡したと発表した。2007年12月初めに北部の草原  
で家畜に炭痕が発生し、病気のウシの肉を食べて感染し  
た。他の感染者は病院で治療中である。トーゴ政府は発  
生地域に医療チームを派遣し、ウシの予防接種等の対策  
を打ち出した。住民に、死亡のまたは病気のウシを食べ  
ないように警告している。   
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英国で1995年にvCJDl例日が認定されて以来、英国では  
162例のvCJD確定または疑い死亡症例があるが、これら  
は全てプリオンを作る遺伝子のMM変異を有していた。し  
かし最近報告された39歳女性の死亡例はvCJDと似てい  
るが、同遺伝子のW変異型を有していた。今までに見ら  
れなかった新しい狂牛病の可能性がある。  

フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
ProMED－  

maiI20080102．0014  

庚症  2008年2月3日インド当局は、0パssa州Karaput地方で最近  
10日間の間に、炭症感染疑いにより4名が死亡したと発  
表した。全員腐った肉を食べた後に死亡し、死後、庚症後  
合併症を示した。予防措置として村内および周辺の全て  
の家畜にワクチン接種が行われた。  

ProMED－  

mai120080204．0457  

英国で53歳の男性実業家がvcJDで死亡した。この男性  
は2001年に角膜移植手術を受け、6年後の2007年8月に  
記憶と平衡感覚に支障をきたし始め、200丁年11月13日に  
vcJDと診断され、診断後10遇で死亡した。家族は眼の手  
術が原因と確惜している。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

ProMED－  

mai120080303．0878  

六ジグぎ芋ジごモ了夏至扇i吉日聴≡フ汚才フi謀落重石テち‾  

トブレイクが9回発生し、感染者の40～100％が死亡した。  
このうち3回はコウモリによって汚染された生のナツメヤシ  
樹液の摂取が原因であり、コウモリがかじった果物、汚染  
された食物、感染した家畜はヒトへの重要な感染経路と  
なる。  

ニパウイルス  ProMED－  

mai120080406．1263  

2008年4月7日、スペイン当局は、2005年に初めての死亡  

例が出て以来のヒト型狂牛病による死亡が発生したと発  
表した。犠牲者は40歳と51歳で、2007年12月と2008年2月  
に死亡した。Cas引e－Leon地方の農相は、今回の犠牲者  
は明らかに2001年以前に感染しており、それ以後、家畜  
および食肉生産に対する衛生管理は強化されていると述  
べた。  

ガーナGaru一丁empane地区およぴその近郊、特にBiembog  
で炭症が流行し、小児1名を含む3名が感染動物の死骸を  
摂食後に死亡した。同地域の全地区で庚症に対する大規  
模なワクチン接種をするために獣医チームが派遣され  
た。   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

ProMED－  

mai120080410．1311  

庚症  
ProMED－  

mai120080415．1360  
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2008年6月2日、インドOrissaでヒト2名と何十頸ものウシが  
炭痕により死亡し、20名以上のヒトが感染したと当局が発  
表した。2008年5月1日、Kandhasahiでウシ、ヤギなど動物  
6頸が炭痘により死亡し、その内を摂食した村人18名が炭  
症に感染し、うち1名が死亡した。2008年5月26日、  
Man扉putで12頭以上のウシが炭直により死亡し、5名が  
炭痕に感染し、うち1名が死亡した。  

ProMED－  

maiほ0080603．1775  

蔑直㍗…‾‾‾‾‾  ProMED－  

mai120080608．1826  域保健センターで炭症症状の治療を受けていた35歳男性  
が死亡した。治療中の患者11名中4名が容態悪化のため  
病院へ搬送された。これらの患者は5月25日の地域の祭  
りで牛肉を食べた後、発症した。  

バミテプラーゼ（遺伝子組換え）  

ウシ血清ア  
ルブミン  オーストラリ ア、ニュー ジーランド  

炭症  －■■■■■■■●■－－－■－－－－－－－－－－－－－－－■－－－－－－－－－－■－－－－－－■－■－－■一■■■■■▼■■■■－－－  

80364に同じ  ProMED－  

mai120071227，4149  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

■●■■■■■■－■■■■■－■■■■－－－■－－－－－－－－－－－－－■－－－－－－－■一－－－－－■－－■■，●●■■■－■■■■■●■●●  

80364に同じ  ProMED－  

mai120080102．0014  

炭症  －■■■■■■■■－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－■■■■■－－－－－－－－－－－－－－一－－－－■■■■■－■■●■－■■－■◆－■  

80364に同じ  ProMED－  

majほ0080204．0457  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

ProMED－  

mai120080303，0878  

ニパウイルス  
●■■■－t■l■■l■●■■－■－－－－－－t－－－－－－－－一一一－－－－－－－－－－－－－一一－－－一－－－－－■－●■■■－■■   

80364に同じ  ProMED－  

mai120080406．1263  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

庚症  

ProMED－  

mai120080410．1311  

■－－－■■■■●■■■－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－■■－■一－■一一  

80364に同じ   ProMED－  

mai120080415．1360  
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80364に同じ  ProMED－  
mai120080603．1775   

80364に同じ  炭症  ProMED－  

mai120080608．1826  

トロンボモ  
ど〔蔵天面葡‾  米国  

デュリンアル  
ファ（遺伝子  

組換え）  

織及びヒトさ  
い幕内皮細  
胞由来 cDN  
Aを組み込ん  

だチャイニー  
ズハムスター  
卵巣細胞  

米国   マウスハイプ  
抗トロンホモ  
デュリンアル  

ファマウスモ  
ノクローナル  

抗体  

リドーマ細胞  
をマウス腹腔  
内に接種して  
得られた腹水  

最近、英国HPSは2007年にヒトにおいて発生したいわゆ  
るコミュニティMRSAのブタ株であるST398株感染症例3例  

を報告した。これらは英国における初めての症例である  
が、全員治療に成功した。ここ数年、ヨーロッパ大陸の家  
畜のブタにおいて無症候性のST398株の定着の増加が  

認識されている。ブタ関連MRSA（ST398）のヒト症例を更に  
同定するため、HPAは臨床検査による監視の継続の必要  
性を改めて表明する。  

HPA／Health  
Protection Report 
2（25）2008年6月20  

日  

ヲ朽球菌惑‾‾ 染  

MRSA分離株であるST398株は、ヒトに伝播し、感染を引  

き起こす可能性のあるブタ関連株であることが示唆され  
ている。英国では今まで動物またはヒトからのST398株分  
離の報告はなかった。2007年にScottishMRSA  
ReferenceLaboratorYはヒトから分離され、MLSTによって  
同定された3例のST398株を受け取った。これらの分離株  
は最も普遍的なST398株と同一ではなかった。疫学的調  
査の結果、3例は同時期に入院しておらず、ブタや養豚業  
者との関連はなかったことが確認された。   

ブドウ球菌感 染  
HPSWeeklyReport  
2008；42（23）：203  



中国におけるエンテロウイルス：2008年4月29日現在、  手足口病  中国、台湾  有効成分  
WHO／EPR2008年5 月1日  

日本ケミカ  
ルリサーチ  

注射用ミリモスチム  
圏で乳幼児におけるエンテロウイルス（EV一Tl）による手足  
口病が死亡20例を含む1884症例報告されている。死亡20  
例はAnhui省Fuyang市である。死亡例は全てEV－71感  
による神経原性肺水腫のような重症の合併症により死亡  
した。全症例の死亡率は3月1か31日は11％であったが、4  
月1ト29日には0．2％に減少した。  

2008年2月22日以降、HPAの腸管病原菌研究所（LEP）が  
サルモネラ  

Protection Report 

2（11）2008年3月14  

HPA／Health   日  

受け取る、まだ命名されていない同じファージ型パターン  
を示すネズミチフス菌の分離株数が増加している。パター  
ンは現在認識されているネズミチフス菌のファージ型とは  
異なり、PTU320と命名された。LEPはイングランドと  
ウェールズ在住者においてネズミチフス菌PTU320感染  
のヒト症例51例を確定した。分線株は全て抗生物質lこ対  
し十分に感受性があった。患者は10ケ月から92歳で、31  
例中30例は2月17日から25日に発症した。  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に 
ボリビアのCochabarTlba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

亨才）訂文面落‾  
PLoS Pathogens 
2008；4：elOOOO47  

ウィーンで2005年11月から2006年11月に鼠径リンパ肉芽  亨元ララ薗落  Sex Transm Dis 
2008；35：377－382  腫を有し、ChlamydiatracHomatis DNA陽性の男性同性  

愛の患者24名から得られた検体について遺伝子的な解  
析を行った。24検体中15例のC．什a¢homadsがbiovaru、  
7例がbiovarD、FまたはGであった。8検体においてornpA  
の可変領域にubの変異聖が認められた。また4検体に  
おいてu配列の3箇所に変異が見られ、新規株として  
各々uc、ud、ukと命名された。   
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ブラジル  ブタ腸粘膜   ヘパリン  ①加熱人血津たん白  
②人血清アルブミン（5％）  

③人血清アルブミン（20％）  

④人血清アルブミン（25％）  

⑤乾燥ポリエチレングリコール処理人免  
疫グロブリン  
⑥トロンビン  
⑦乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  
⑧人免疫グロブリン  
⑨乾燥人血液凝固第Ⅸ園子複合体   

日本製薬  

■■－－■－■■－－－－－－－－－－－一－－－－－－一－－－■■■■■－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－■■■■－▼■－一●  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6遇後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  

析することにより、リンハ○性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなったルシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

リンハ○性脈絡髄 膜炎  
358：991－998  NEngtJMed2008：    1  精製ウロキ ナーゼ液  

●－－－■－－●■■■－■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－■一一－●■■■■－－■■■■一一 最小感染iを求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型  

CのHBVを含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  
したところ、最小50％チンパンジー感染1くCID50）は各々  
約10コピーと推定された。最低感染量を操種したチンパン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  

55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBs旬ウィンドウ期  
は辻伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは5ひ－64日で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

Transfu＄ion2008； 48：286－294  

B型肝炎  

－－■－■■■■－－1■－●■■－■－■一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■●■t●●■■■－■■■－■■－－■■■■ 2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植（241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  
を受けた3名、腎移埴を受けた9名、腎臓と藤臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

E型肝炎  NEngtJMed2008；  
358：81卜817  

メルケル細胞癌（MCC）検体をdi由辱l廿ansc巾tome  

subtrac厄on法を用いて検査し、新種のポリオーマウイルス  
を同定し、メルケル細胞ポリオーマウイルス（MCVまたは  
MCPyV）と命名した。このウイルスはMCC腫瘍10検体中8  
例（80％）で検出されたが、対照組織検体では59例中5例  
（8％）、対照皮膚組織検体では25例中4例（16％）でしか検出  
されなかった。MCVがMCCの病原国子である可能性が示  
唆された。   

ヒトポリオーマ ウイルス感染  
Science2008；319：  

1096－1100  



ヒト顆粒球アナ  マ症（HGA）の発生率は、1999年以  56th Annual  
Mモetingofthe  

Amerkan－Sodety－  

○トTropica卜  

MediGine－and－  

HygjenelO44  

来2倍となった。原因病原体のAnaplasma  
phagoc所oph仙mによる血液の安全リスクを調査するた  
め、間接免疫蛍光法を用いてコネチカット州及びマサ  
チューセッツ州の血液ドナーのAphago叫OPh仙mに対す  
るヒトIgG抗体を測定した。その結果、2001年から2008年  
に採取された15．828ドナー血清中亜2例（2，了％）が抗体陽  

性であった。比較的高い陽性辛が持続していることから、  
A．phagocytophilumの血液安全性に及ぼす影響を調べる  
必要がある。   

ヒツジのリコンビナントPrP（貯仲）のヒツジにおける血液ク  

リアランスならびにスクレイピー関連フィブリル（SAF）静注  

後のPrPresへの曝惑について明べた。げ叶PのARR変異  
型は、VRQ変異型よりもより早く除去された。また、PrPG  
のARR変異型のクリアランスがVRQ変異型のクリアランス  
よりも大きいことが示唆された。府〝の血兼クリアランス  
は、雨腎臓摘出後は52％減少し、貯貯除去に腎臓が重要  
であることが示された。P貯resはSAF静注後は緩やかに  
除去された。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Transfusion2008；  
48：609－619  

ウイルス感染  
Em8rghfectDis  
2008；14：834－836  ルス分離株が呼吸器症状を有する3名の子供からの▲咽  

頭吸引物から検出された。C8nl12051－06分離株のポリプ  
ロティン配列は、Sa仔01dウイルスと91．2，iのアミノ酸同一性  

を有した。しかし、ウイルス表面のEF及びCDのループは、  
かなり異なフていた。  

ウイルス感染  
出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  PLoS Pathogens 

2008；4：elOOOO47  ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障育性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

ち才）亡夫惑軒  

2008年3月下旬、中国Anhui省Fuyang市で未就学児3名が  
重症の肺炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに15  
名の小児が同様の疾患で死亡した。調査の結果、エンテ  
ロウイルス71による手足口病と確定された。同市では、3  
月1日から5月9日の間に、6，049例報告され、353例が壬  

WHO Represetative 
Office in China 
2008年5月19日  

篤で、22例が死亡した（致死率0．4％）。患者数は、4月の初  
めに増加し始めて、4月28日にピークに達し、5月5日以後  
減少した。   
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シェリン グ・プラウ  インターフェロンアルファー2b 組換え）  

カンボジアでは2007年にデン  熟により407名が死亡し、  ProMED－  

maiほ0080120．0255  最近10年間で最高の死亡者数となったと保健省は2008  
年1月4日に発表した。死亡例の大部分は小児であった。  
デング熱は同国における慢性的な問題であるが、2007年  
は雨季の到来が例年より早かったことも原因であるとして  
いる。2007年は40000例以上の患者がデング熱で入院し  
た。  

ウイルス感染  サイトメガロウイルス（CMV）ドナー犠性／レシピエント陰性  

（D＋／R－）肝移植における抗ウイルス薬（ガンシクロビルま  

たは′くルガンシクロビル）予防投与の効果を調べた。予  

防投与中にはCMV病は発症しなかったが、予防投与中  
止1、3、6、12および24ケ月後に各々2％、25％、27，i、27，は；  
よぴ29％の患者で初発CMV病が観察された。女性および  
若年患者で遅発性初発CMV病のリスクが増加し、糖尿病  
患者ではリスクが有意に低下した。  

uverTransp12007：  
13：1703－1709  

亨才）t謹啓築‾‾  

共同通信 2008年2 月7日  オーストラリアで臓器移植を受けた後に相次いで死亡し  
た3人の患者から、未知のウイルスを新しい手法で発見し  
たと、米コロンビア大などのチームが6日、米医学誌に発  
表した。チームは生物のゲノムを解読するための高性能  
配列解読機虐駆使し、患者の遺伝子から未知の配列の  
遺伝子断片をふるい分け、これまで知られていないアレ  
ナウイルスの一種を発見した。  

リンハ○性脈絡髄  
膜炎  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移櫨後4－6遇後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
凶不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを迅速シークエンシングで解析すること  
により、リンハ○性脈絡髄膜炎に関係する新規のアレナウイ  
ルスが原因であることが明らかとなった。レシピエントの  
腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルスが検出さ  
れ、また免疫組織学的および血清学的に確認された。こ  
の方法は病原体発見の強力な手段である。  

NEnglJMed2008；  
358：991－998  

デング熱  ブラジルにおいて2007年のデング熱による死亡症例数は  

158例で、2006年の78例の2倍以上であった。2008年1月  
になり減少している。2008年2月4日に発行された保健省  
の冊子によると、2007年に全国で559954例のデング症例  
が登録され、このうち1541例がデング熱であった。Paran8  
州南部地域では2007年12月のデング熱届出症例数は  
8356例となり、2006年同時期と比較して827％増加した。   

ProMED－  

mai120080211．0549  

203／260ページ  



デング熱  院からの報告によると、2008年3月2日まで  ProMED－  

mai120080309．0962   にデング熱により2名が死亡した。23歳の￥察官1名と、  
幼児1名が、デング熱の重症合併症により死亡した。2∞丁  
年6月から12月にかけて、デング感染流行が発生し、当時  
死亡した患者は1名であった。このほか、5ひ－60名の患者  
が治療を受けた。しかし、2008年、デング熱感染患者は3  
倍に増加し、200名以上が治療を受けている。  

芋ジグ蕪‾‾‾‾‾‾‾  
斯≡葡ま嘉衝葦簡苛菅井由宇ジグ蕪否ま苛芋ジグ‾－  

出血熱症例が2003年の6400例から2007年の48000例とな  

り、750％増加した。感染の80別ま南東部、主にVeraGmZお  
よぴChiapasに集中している。2007年には国内の28州にお  
いて10例の死亡を含むアウトブレイクが妃録された。  

ProMED－  

maj120080321．1080  

芋グジグ三軍ラ イルス感染  
2005年3月－2006年12月にレユニオン島では7504名の女  
性が7629例の新生児を出産したが、妊産婦中678名  
（9．0％）が分娩前に、61名（0．8％）が分娩前または分娩中にテ  

クングニヤウイルスに感染していた。早期の胎児死亡3例  
を除き、垂直感染はほぼ満期出産の分娩時ウイルス血症  
で観察され、分娩時ウイルス血症産婦39名からの垂直啓  
染は19例（48．7％）であった。帝王切開では感染を防げな  

かった。感染した新生児は出生後3－7日自に発病し、10例  
（52．6％）で重症となり、うち9例（90，りが脳症であった  

PLoSMed2008：5： e60  

結核  
CDC／MMWR2008；  

57（13）：333－336  

米国オクラホマ州保健局は2007年に46歳のホームレス男  

性臓器ドナーの死亡から3週後に結核菌を検出した。この  
ドナーの肝臓または腎臓はテキサス州の住民であるレシ  
ピエント3名に移植され、そのうち2名が播種性結核を発  
症し、1名は死亡した。ドナーおよぴレシピエントの結核分  

離株の遺伝子型は同一で、臓器移植により伝播したと考  
えられた。移植伝搬性結核が疑われた場合には医療関  
係者は関連するOPO、組織バンクおよび保健当局に連絡  
するべきである。  

HⅣ  

ManitobaHealthの報告によるとカナダManitobaの女性お  Public Health  
Agency of 
Canada／CCDR  
WeekIy2008年3月  

28日  

よび先住民族の間でHⅣ感染率が劇的に増加している。  
過去10年間で新たにHⅣと診断された女性は、以l抑こ比  
較し4倍となった。ここ7年間での新たな感染症例の3分の  
1がアボリジニであった。マニトバでは1985年から2007年  
末までに1477名がHⅣ陽性で、感染者の80％以上が  
州nnipegの住民であった。   
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リ ピンIloGOSNorteで2008年に  2008年3月26日現在、フィ   デング熱  ProMED－  

mai120080401．1198  記録されたデング熱感染者数は90名で、うち2名は死亡  
例である。ニューカレドニアにおけるデング熱症例数は  
2008年2月の流行発生以降、増加を続け、3月初旬は72  
症例であったが、3月20日には215例以上に急増し、3月  
28日には263例以上となった。ブラジル保健当局は2008  
年1月1日以降、園内におけるデング出血熱406例（死亡  
34例を含む）を報告した。2007年同時期と比べ著しく増加  
している。  

公衆衛生の専門家によると、2008年3月1日から現在まで  
にボツワナBobirwa勅域で6名がマラリアで死亡し、それ以  
外に確定症例201名が治療中である。同地域では通常数  
例の報告しかなく、異常に高い症例数である。  

マラリア  ProMED－  

maiほ0080408．1287  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
休を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

ウイルス感染  PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

寺号首筋そ有蓋高石箆高：ブラ亨丁稚棄蔀だ義行名字ジグ‾  

熟届出数は2007年同時期より48％多く、デング熱確定死  
亡例は23例で、デング熱疑い死亡例は56例である。  
Sergipe州は最もデング熱が増加した州であり、2008年ト  
4月のデング熱症例【よ2007年同時期より1226％増加した。  
またRioGrandedoNorte州では2008年のデング出血熱  
症例の届出は577例で2007年同時期と比較して約10倍に  
増加した。  

デング熱  ProMEロー  

mai120080421．1411  

米国で、小腸のBu血uリンパ腫で化学療法を受けた後、  
同種臍帯血移植を受けた6歳の男児が移植5ケ月後に致  
死性の高進行性脳症を発症した。剖検により脳内の海綿  
状変化が明らかとなり、多くの臨床経過所見がTSEと一致  
していた。生前およ甘死後の検査では病因を特定できな  
かった。化学療法や抗ウイルス療法による後天性ミトコン  
ドリア病である可能性も除外できなかった。同種造血幹細  
胞移植後の海綿状脳症の初めての報告である。   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Pediatr Transplant 
2008：12：95－98  
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リンハ1生脈絡髄 膜炎  

米国ボストンで同一ドナーからの  腎臓を移植後、TO歳の  ProMED－  
mai120080516．1635  女性が死亡し、57歳男性が重体となっていると保健当局  

は発表した。ドナーである49歳のホームレスの男性はリン  
パ1生脈絡髄膜炎ウイルス（LCMV）に感染していた。LCMV  
はアレナウイルス属の基準種であり、げっ歯類により伝播  
されることが多いが、移植前検査には通常は含まれな  
い。臓器に対する需要が大きいため、レシピエントはホー  
ムレスの臓器を入手することがよくある。  

コンゴ・クリミア  
出血熱  

2008年5月13日までにロシア商連邦地方においてクリミ  ProMED－  

mai120080518．1657  ア・コンゴ出血熱18例（死亡2例を含む）が記録された。同  
地方全域でダニ駆除薬による家畜の処置が行われたが、  
Asレakhan地域では不十分である。同地方でのクリミア・コ  
ンゴ出血熱症例数は2007年には234例で、うち4例が死亡  
例であった。  

クロイツフェル ト・ヤコブ病  

硬膜移植に関連した日本人CJD患者の剖検症例5例につ  
Neuropa仙ology  

2008：28：5ト61  いて臨床病理学約分析を行った。硬膜を小脳テント下に  
移植された4例における発症時の症状は小脳または脳幹  

機能障害であり、小脳テント上に移植された1例では大脳  
皮質症状を示した。亜急性海綿状脳症が1例、全脳型  
CJDが4例であった。また、シナプス型何層沈着を示した。  
初期症状と移植部位に密接な関係があることから、移綾  
部位から近接する脳部位へのCJD直接感染が示唆され  
た。  

芋ジグ紺‾‾‾‾‾‾  
■■t■■●■－－－－－－－－－－－－▲■－－－－－－－－－－－－一－－－－－一一■一■－■－■■●●■●■■■■■■■－■■■  

■－■－■●■ ホtチミン市保健当局は2008年5月20日に、同市では  ProMED－  

ma‖20080525．1716  3000名以上の小児がデング熱に羅患し、昨年の2倍であ  
ると報告した。第一小児病院デング熱科の入院患者数  
は、先週1日20－30名であったが、現在は40－60名に増加  
した。メコンデルタ地方では2008年になってから今までに  
10000例以上がデング熱に羅患した。  

コンゴ・クリミア 出血熱  ■－－－t●－－－■－■■t●－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－一一t－－－－－－－－－－－■■●－－■■－●■－■ ロシアStavr8POIKraiではクリミア・コンゴ出血熱による2例  ProMED－  

mai120080528．1732  目の死亡例（39歳女性）が妃録された。1例日の男性は  
2008年5月中旬に死亡している。2008年5月26日現在、12  
地域で患者17例が記録されている。インターネットの情報  
によるとSouthFederaJOkrugにおいて2008年のこれまで  

にクリミア・コンゴ出血熱による死亡が4例記録されてい  

る。これは2007年1年間の総数に当たる。   
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2008年5月28日、ブラジルRiodeJaneiroでは、今年になっ  
てから162701例のデング熱症例が報告され、その内、死  
亡例は123例で、更に116例のデング熱疑い死亡例を調  
査中であると保健局が発表した。また、保健局発表によ  
ると、2008年5月21日現在、ブラジルSerppeでは20174例  
が報告され、8726例が確定された。2008年4月は10万人  
当たり652．4例の発生率であったが、5月には10万人当た  
リ118．2例に減少した。  

デング熱  ProMED－  

mai120080603．1776  

にデング熱症例630例、うち5例は死亡例を記録したと発  
表した。これは2007年同時期と比較して2倍の増加であ  マニラCaloocan市保健当局は2008年1月1日から5月29日   る。  

デング熱  ProMED－  

mai120080618．1901  

ベトナム南部の複数の省においてデング熱症例約5000例  
が発生し、TienGiang、CaMau、BacLJeUなどの省で増  
が予想されている。CaMau省の予防衛生センターによる  
と、2008年6月18日までゐデング熱の発生は2007年同時  
期と比較して2倍となる1000例以上となった。流行はまだ  
増加傾向にある。  

……  
芋ジグ紺  ProMED－  

mai120080622．1933  

破傷風抗毒素  
フィブリノゲン加第XII潤子  

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  

定期的に輸血を受けるサラセミア患者で、TorqueTeno  
vjms（TTV）の有無を調べたところ、2－20歳の患者の約  
10％（‖8名中12名）がTTV陰性であった。フェリテン、AST  
およぴALT値はTTV陽性群より陰性群の方が低かった。  
TTV－HCV共感染群ではフェリテンおよびALT値がTTV  
独感染群より高かった。輸血による高頻度かつ継続的な  
TTV感染はサラセミア患者における肝機能障害と相関す  
ることが示唆された。  

人Cl－イン  

アクチベー  
ター  

ヒト血液  
米国、ドイ  
ツ、オースト  

リア  

ち才プじ天啓落‾  
JMedViro12008：  

80：365－371  

亨才）t誘惑好‾  

SimianFoamyVirus（SFV）感染した男性7名を長期間追  

跡調査した。男性は非ヒト霊長類と接触する政美であっ  
た。男性の全ての末梢血阜核球（PBMC）からプロウイルス  
DNAが検出きれ、口腔や尿生殖検体から検出されること  
もあった。長期間（中央値20年）の性的曝異にかかわらず  
妻たちは陰性であった。特異的な臨床症状は報告されな  
かった。限定的な追跡調査であるためSFV関連疾患やヒ  
トヒト感染を特定できなかった。   

AlDS Res Hum 

Retrovjmses2007；  

23：1330－1337  
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ウエストナイル ウイルス  
中央ヨ一口ツ／くにおけるウエストナイルウイルス（WNV）の  

潜在的脅威を調べた。ドイツ人供血者14437名由来の検  
体中0．0鍋が抗WNV陽性であった。ドイツ人9976名由来の  
検体をWNVNAT法を用いてWNV－RNAの有無を調べた結  
果、全て陰性であった。米国由来血兼プールではWNV－  
RNAがしばuぱ検出されたが、ヨーロッパやアジア由来の  
プールからは検出されなかった。また、血炸製剤製造過  
程のウイルス不活化によりWNVに関する安全性は保証さ  
れることが明らかとなった。  

JMedVir012008；  
80：557－563  

バベシア症  Blood2007：110（11． Partl）：853  米国コネチカット州での輸血によるBabesiamicrot感染の  

危険性を評価するため、2004－2007年に収集されたドナー  
とレシピエントの保存検体を検査した。その結果、45直の  
赤血球輸血を受けていた患者1例でB8besiamkro七感染  

が確認されたが、血清検体陽性のドナーを特定すること  
はできなかった。危険性は1920匝の赤血球輸血で0例ま  
たは1例と計算された。  

蔦才汚仁王ジ ザ  ユーラシアおよび北米系続のH7型トリインフルエンザウイ  Proc NatJAcad Sd  
USA2008；105：  

7558－7563  
ルスの受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感  
染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された  
H7N3型、2002－2003年に米国北東部で分離されたH7N2  
型はα2－6結合シァル酪に対する親和性を高めたHAを保  

有していた。また2003年にニューヨークの男性から分離さ  
れた低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増  

殖し、直接接触で感染できることが確認された。  

ラクトビオン  米国、カナ  
ダ、オラン  
ダ、ニュー  
ジーランド  

乾燥郁‡胞堵葦癒そうワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン   

酸エリスロマ イシン  

読億儀南天  
免疫グロブ  
リン  

ヒト血液  米国  
砺；稽藤蕗葡‾ 膿炎  オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  NEngtJMed2008：  

358：99ト998  が移植後4－6遇後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  

析することにより、リンハ■性脈絡髄膜炎lこ関係する新規の  
アレナウイルネが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。   
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トスピラ症の入院患者から分離さ  レプトスピラ症  コスタリカにおいて、レ   InfectGenetEvo1  

2008．doi：10．1016  れたレプトスピラは、Javanica血清群型に分類される新し  
い血清型で、んenalと命名された。同じ地区の重症患者  
から分離された株も同じ血清型であったことから、この株  
は、この地域に流行する新規の高病原性の血清型である  
と考えられた。  

ヘパリンナト リウム  ブタ藤森旗…  
中国、フラン  

ス、米国、カ  
ナダ  乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子 乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  

人免疫グロブリン  
フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  
乾燥濃縮人活性化プロテインC  
ヒスタミン加人免疫グロブリン製剤  
トロンビン  

乾燥スルホ化人免疫グロブリン  
人血清アルブミン  
乾燥ペプシン処理人免疫グロブリン  

初代腎臓培 養細胞  乾燥和服培養癒そうワクチ  
乾燥弱毒生風しんワクチン  

ラクトアルブ  
ミン  

オーストラリ  
ア、米国、  
＿ヽ■  
＿ユ■ン■  

ランド、カナ  

ダ  

乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

石窟‾‾…‾‾‾  オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  
乾燥和渦曙葦痘そうワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥組織培養不活化A型肝炎ワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

（ガ乾燥苛8胞堵零度そうワクチン  

②乾燥弱毒生風しんワクチン  
③乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
④乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  
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①乾燥細胞培養痘そうワクチン  
②沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
③沈降破傷風トキソイド  
④ジフテリア破傷風混合トキソイド  
⑤ジフテリアトキソイド  
⑥コレラワクチン  
⑦乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
⑧乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  
⑨沈降精製百日せきジフテリア破傷風  
混合ワクチン  
⑩破傷風トキソイド  

清療法研  
化学及血  究所  物、  

②～⑪製  
（》添加   造工程  

日本、米国  

ニュージー  

ランド、オー  

ストラリア  

（り乾燥稽周培養痘そうワクチン  

②乾燥弱毒生凰しんワクチン  
③乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
④乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

造工程・  
添加物、  
④製造工  
程  

ルリオクトコ  

グ アルファ  
（遺伝子組  

換え）  

該当なし  
チャイニーズ  
ハムスター卵  
巣細胞株  

ヘパリンカルシウム  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

ブラジル  
ヘモコアゲラーゼ  

ニュージー ランド、オー ストラリア  

ニュージー ランド、オー ストラリア  
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持田製薬  日本薬局方 ヘパリンナトリ  ウム注射液  ブタ腸粘膜  
日局 ヘパリ ンナトリウム  

フランス、デ  
ンマーク、ス  
ウェーデン、  
イギリス、ア  
イルランド   

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

有効成分  

ウシの肝臓  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  

インド、オー  

ストラリア、 ニューソー ランド  
ピーフ／＼－  

インフュー  

ジョン  

沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

ウシ肉エキ  
ス   沈降精製百日せきジフテリア破傷風混㌧  

合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  
沈降破傷風トキソイド  

骨、脂肪  

米国、オー  

ストラリア、  
ニューー  
ランド   

沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
コレラワクチン  
沈降破傷風トキソイド  
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物病研究  
阪大微生  A コ＝  

百日せきワクチン  
破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
コレラワクチン  

帯繭藩‾‾●  

インフルエンザHAワクチン  

沈降新型インフルエンザワクチン  
（H5Nり  

ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン  
‾‾  

王手繍毛髄  
性腺刺激ホ  
ルモン  

ヒト尿  中国  

7モ）㌃手刀ワジデP〕ち古蓮蔚藩‾‾‾‾‾‾‾…  

パルナパリ ンナトリウム  

インフリキシ  

マフ（遺伝子 組換え）  

ウシ蛋白加 水分解物  
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インフリキシマフ  （遺伝子租換え）  ウシ膵臓  インスリン  米国、カナ  

ダ、オースト  

ラリア、  
－ユ‾ン′‾  

ランド  

米国  

製造工程  

ウシ血清ア  
ルブミン  

ウシアポトラ ンスフェリン  

亨弓文盲髄‾ 腫由来細胞  
マウス骨髄腫  

ウシ肉水  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
コレラワクチン  
ジフテリアトキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

カザミノアシ ド  ＿ユーーン′■ ランド、オー ストラリア   合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  
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ポリペプトン  
ニュージー ランド、中国  製造工程  沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  

合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥痘そうワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
コレラワクチン  
ジフテリアトキソイド  
ウイル病秋やみ混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  

ウシの乳  

ラクトアルブ ミン水解物  ニュージー ランド、オー ストラリア  乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
日本脳炎ワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン  
弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

ウシ心臓透 析外液  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

三弓手ヴ薩葡 胞  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

ブタ曽叩…‾‾●  テラーj方奮斎 国   

‘天ヲフジ…‾  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  
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乾燥弱毒生麻  しんワクチン  ブタ膵臓  アメリカ合衆  
国、カナダ  

製造工程  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

／くクトカジト ー′  

■        、■ ＿ユ‾ソー ランド、アメ リカ合衆国、 オーストラリ  
ア  

合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  

沈降破傷風トキソイド ジフテリア破傷風混合トキソイド 乾燥破傷風ウマ抗毒素  

①乾燥弱毒生廃しんラララう‾‾‾■‾‾‾‾‾‾  

②乾燥弱毒生風しんワクチン  
③乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
④日本脳炎ワクチン  
⑤乾燥日本脳炎ワクチン  
⑥乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチ  
ー′  

ウシ血清  
訂二箇テす‾  

リカ合衆国、  
＿ユ■■ンー  

ランド、オー  

ストラリア  

④、⑤  
＿ユ■■ンー・・・・・  

ランド  

ジーランド、  

オーストラリ  ⑥ニュー   ア  

アメリカ合衆 国、日本   

合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

ウシ肝臓  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  
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ウマ血液  沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン   
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  

ウマ血清  

乾燥痘そうワクチン  

ち草ギ五首  
ウイル病秋やみ混合ワクチン  

ち寺貰痩グ  
ロブリン  

乾燥破傷風ウマ抗毒素  乾燥ジフテリアウマ抗毒素  

ブタゐ傷‾▼‾‖‾  中国  

ダルテパリ ンナトリウム  

イヌにおける自然接触の曝露による高病原性トリインフル  
エンザウイルス（H5Nl）の感染性を調べた。H5Nlウイルス  
を眼－▲咽喉接種したイヌは2日以内に樟膜炎および体温  
上昇を呈し、▲咽喉スワブからウイルスRNAが検出され  
た。しかし、接触したイヌやネコには感染しなかっ′た。感染  
したネコからイヌへの感染も起こらなかった。またH5Nlウ  
イルスに対し、ネコの方がイヌより感受性が高いことが示  
唆された。  

烏インフルエン  
ザ  

ニワトリの卵   
日本  全卵  

EmerglnfectDis  
2008：14：308－310  

至誠云街頭古事才首藤だ討手る嵩病面複Fヴ才ジラ冗王ジ  
ザのアウトブレイク中に養鶏場で採集された充血した蚊を  
RT－PCRで調べたところ、H5Nlウイルス陽性であり、H5お  
よぴNl断片のシークエンスにより確定された。このウイル  
スの感染性および複製はC6／36蚊細胞系で確認された。  
家畜や動物の血で充血した蚊を採集し検査することは  
H5Nlウイルスの拡大を調査するための有用な方法であ  
る。   

蔦才プチ7茄  
ザ  

Vector－borne  

Zoonotjc Dis2008：  

8：105－109  
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野生のアヒルを実験的にH5Nlウイルスに感染させたと  
ころ、キンクロハジロ、ユーラシアホシハジロおよぴマガモ  
は、コガモ、ユーラシアヒドリガモおよぴオカヨシガモより  
有意に多くウイルスを排泄することが明らかとなった。キ  
ンクロハジロだけでなくホシハジロも発病または死亡し  
た。野生のアヒル種、特にマガモはH5Nlウイルスの長距  
離宿主である可能性がある。  

鳥インフルエン ザ  EmergInfectDis  
2008：14：600－607  

′へ  
大韓民国におけるトリ起源の新しいイヌインフルエンザウ  
イルス（H3N2）分離株を実験的にイヌに感染させたところ、  

1汁からウイルスが排出され、血清転換し、発症した。ま  
た気管、気管支および細気管支上皮細胞で大王のトリイ  
ンフルエンザウイルス結合受容体（SAα2．3－gal痛く同定さ  

れ、家禽からイヌへのトリインフルエンザウイルス（H3N2）  

の直接伝播の可能性が示唆された。  

蔦才シガ仁王ジ ザ  EmerglnfectDjs  
2008：14：74卜746  

蔦才ミニヲ花王ジ ザ  
ユーラシアおよび北米系統のH7インフルエンザウイルス  

の受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感染性を  
グリカンマイクロアレイ法を用いて調べた。その結果、  
2004年にカナダで分離されたH7N3ウイルス、2002－2003  
年に米国北東部で分離されたH7N2ウイルスなど北米系  

続のH7インフルエンザウイルスはシァル酸結合性を獲得  

し、感受性のある動物に拡がる可能性が示された。  

Proc Natl Acad Sci 

USA2008；105：  

7558－7563  

ルギー、ドイ  オランダ、ベ  ツ、ルクセン ブルク  
添加物  BSE  

JFood Prot2008： 71：802－806  

日本における21月齢より若いウシ由来の牛肉でのBSE感  
染性リスクと死骸成熟度スコアによって評価される米国  
からの牛肉におけるリスクとを比較した。日本政府は死骸  
成熟度スコアがA40以下のウシの牛肉の輸入を許可して  
いるが、A40以下のウシは21月齢未満であると推測され、  
両国でのBSE保有率が同等であるとすると、BSE感染性リ  
スクに差は見られなかった。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

室葡宮前だ折るヲヴ芽う葡音読頑常吉諌葡だ斬首蕗‾  

輪である。牛由来材料または人血策材料を用いて生物製  
剤を製造する場合、プリオンによる製造原料の潜在的汚  
染の可能性が存在している。安全対策がより効率的・効  
果的であるために、さらに発症メカニズムの解析、高感度  
検出法の開発、除去・評価法の開発が必要である。   

PDAJoumalof  

GMP and Validation  

inJapan2007：9：  

32－41  
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フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
畜産技術2008年6 月号19－22頁  

PrPBSEの取り込みに関わる腸粘膜の細昭を同定するた  

め、ウシ腰上皮細胞株を樹立し、M細胞分化誘導系を確  
立した。この系を用いてM細胞がPrPSGを取り込むことを  
証明した。この結果から、PrPBSEが経口摂取によって感  
染するときに、膿の／くイエル板を覆うドーム部の上皮層に  
あるM細胞が関わることが強く推定された。  

ヘパリンナト リウム  ヘパリンナトリウム  
細菌感染  

富海古着薩葡6祈軒扁‾茄盲高書C誘こ砧；誠蒜㌻‾……  JHospInfect2008；  
69：398－401   cepaGiaの院内感染について原因を調査した。この病院で  

は開封したマルチドースヘパリンバイアルを4℃の冷蔵庫  

で保管し、空になるまで繰り返し使用していた。毎日調整  
される希釈ヘパリン溶液から同菌が検出され、感染源で  
あることが明らかとなった。不適当な薬剤の使用方法は  
避けるべきである。   

ワイル病治療血清  血清  

カザミノ酸  オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
コレラワクチン  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
破傷風トキソイド  
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清療法研  
化学及血  究所  

沈降ジブチリ  ア破傷風混合トキソイド  ポリペプトン  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ウイル病治療血清  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
破傷風トキソイド  

肝臓  

沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
破傷風トキソイド  

肉  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
コレラワクチン  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
破傷風トキソイド  

コレラワクチン  ハートイン  
フュージョン  

アガー  

コレラワクチン  ハートイン  
フュージョン  

ブイヨン   

219／260ページ  



乾燥まむしウマ抗毒素  ウマ血液  まむしウマ  
抗毒素  

五官……‾‾  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
ウイル病治療血清  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  

ユーラシアおよび北米系続のH7インフルエンザウイルス  
の受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感染性を  
グリカンマイクロアレイ法を用いて調べた。その結果、  
2004年にカナダで分離されたH7N3ウイルス、2002－2003  
年に米国北東部で分離されたH7N2ウイルスなど北米系  
統のH7インフルエンザウイルスはシァル酸結合性を獲得  
し、感受性のある動物に拡がる可能性が示された。   

鳥インフルエン ザ  
日本  

亮育亮廓‾‾‾  ニワトリ発育  Proc Natl Acad Sci 

USA2008；105：  

7558－7563  
インフルエンザワクチン  

ペプシン  
乾燥まむしウマ抗毒素  
乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

肝臓  
ワイル病治療血清  

220／260ページ  



清療法研  
化学及血  究所  

沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
破傷風トキソイド  

ハートエキス  

‾…‾‾  
7ま京毒  ハブ毒素  

日本  

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾‾…  
面詰醇百京薗姦うず手ブ  
②乾燥弱毒生麻しんワクチン  

③乾燥組織培養不活化A型肝炎ワクチ  
ン  

④乾燥弱毒生風しんワクチン  
⑤乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

乳糖  

天万言二芋ジだ盃洋右声こ芯芯盲ヲ才冗天万事葡盲お天葡‾‾  

模アウトブレイクにより、2007年の∨畠st引七○仕en地方の流  

行性腎症患者の数は100，000人当り313人に至った。醤歯  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う横雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの」因であろうと考えられ  
る。   

ハンタウイルス  脳  
マウス脳  日本  

EmergInfectDis  
2008：14：808－810  

乾燥日本脳炎りつ  

日本脳炎ワクチン  

テクネチウ  
ム大凝集人  
血清アルブ  
ミン（99mTc）  

ダルテパリ  
ンナトリウム  

日本  
日本メジ  

人血清アルブミン（99mTc）注射液  
清アルブミン  剤基準人血  
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千葉県で74歳男性が野ウサギ食べよう  千葉県健康福祉部  
疾病対策課感染  
症発生情報平成  
20年3月4日  

2008年1月30日   ワクシニアウ  
イルス接種  
家兎炎症皮  
膚抽出液  

家兎皮膚抽  
日本白色種  出液  

と調理したところ、2月7日頃から発熱した。2月之9日に医  

療機関から野兎病の発症例として地元保健所に報告され  
た。患者は既に回復している。また、野ウサギを提供した  
知人および患者家族の健康に異常はない。国立感染症  
研究所によると、野兎掛ま19如年までに13了2例の患者が  
報告されていたが、その後減少し、1999年の千葉県での1  
例以降報告されていない。  

福島県の50代男性が野兎病に感染。この男性は2008年1 月中旬に、野ウサギを狩猟し、皮を剥ぐなどの作業をし  面元高‾‾‾‾‾‾…  JAPZCDaiIyMail  
No．1668 2008年3  

月13日  た。2月には千葉県の男性の感染が、国内で9年ぶりに判  
明した。  

2008年5月に青森県の農場で衰弱死したトウホクノウサギ  
を病理解剖したところ、脾臓・リンパ節の腫脹が顕著で  
あったため、脾腋からの細菌分離を行い、同定を試みた。  
純培養菌の生化学的性状試験およぴPCR法による特異  
遺伝子の検出より、野兎病菌（Francise‖atularensi＄  
subsp．H0larctica）と同定した。青森県では1990年以来初  
めての野兎病発生報告である。  

野兎病  
第62回日本細菌学  
会東北支部総会  
2008年8月2卜22日  

ち才）亡夫薗有‾  
出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  

日本薬局方注射用ヒト絨毛性性腺刺  
日局 ヒト絨  
毛性性腺刺  
激ホルモン  

PLoS Pathogens 
2008；4：elOOOO47  ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  

体を入手し、患者血清検体から非細胞陣書牲ウイルスを  
阜離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の精巣、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

激ホルモン  

‾…●‾  

葡薗感葵  
膏盲乏面‾‾自音感落‾  

症学会総会2008  
年4月17－18日 099  

平成17－19年度に国内医療機周より検査依頼のあったヒ  

ト刺岐マダニについて病原体検索を行った。その結果、52  
症例54個体中3例で寄生マダニよりボレリアDNAが検出さ  
れた。Borreliava】aisiana近縁種による世界で初めてのラ  
イム病症例を見出した。また、新しいボレリア感染症  
Southemtick－aSSOCiatedrashmnessが国内のキチマダ  
ニによって媒介される可能性を初めて示した。  

マラリア  
‾‾‾  

郭ぎ面白盲薗落  
症学会総会 2008  
年4月17－18日 431  

草歳1盲孝吉二言荊コ巧ヲ三ご二等三テ：1ウドネ手テ㌻李才一  

に滞在していた29歳女性が帰国2ケ月後に390cの発熟と  

著明な血小板減少を呈し、血液塗抹篠本鏡検で三日熟マ  
ラリア原虫と四日熱マラリア原虫が認められ、治療され  
た。後日、血液塗抹棟木から抽出したDNAをPCR検査し  
たところ、三日熟マラリアとサルマラリアの重複感染と診  
断された。サルマラリア感染は国内では検索した範囲で、  
は報告がない。   
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中国におけるエンテロウイルス：2008年4月29日現在、中  
国で乳幼児におけるエンテロウイルス（EV－71）による手足  

口病が死亡20例を含む1884症例報告されている。死亡20  
例はAnhui省Fuyang市である。死亡例は全てEV－71感染  
による神経原性肺水腫のような重症の合併症により死亡  
した。全症例の死亡率は3月10－31日は11％であったが、4  
月17－29日には0．2別こ減少した。  

手足口病  
WHO／EPR2008年5 月1日  

月市炎患者の嗜癖と患者が入浴した温泉水からLegionella  

mb浦ucensを分離した。患者喀痍と温泉水から分離され  
たLrubr仙censについてPFGEによるDNA切断パターンを  
調べたところ、同一パターンであった。レジオネラ症患者  
からの菌分離はLpneumophilaが主であり、当該菌のヒト  
からの分離例は国内外で初めてである。  

細菌啓染  
IASR2008：29： 194－195  

下垂休性性  
腺刺激ホル  
モン（hMG）  

ヒト（閉経期  中国  80458に同じ  
ウイルス感染  

PLoS Pathogens 
2008；4：elOOOO47  

80458に同じ  細菌感染  
宥菖童画‾－白音感築‾■  

症学会総会 2008  
年4月17－18日 099  

膏盲童画‾‾百舌惑築‾‾  

症学会総会 2008  
年4月17－18日 431  

WHO／EPR2008年5  

月1日  

80458に同じ  マラリア  

享定石高‾‾‾‾‾‾  
8045引こ同じ  

′ 

80458に同じ   細菌感染  IASR2008；29：  

194－195  

2008／09／22  

2008／09／22  

2008／09／22  

ウシ血清  

インスリン  

トリプシン  
②インターフェロン ベータ  
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インフルエンザワクチン  
沈降新型インフルエンザワクチン（H5Nl  
インフルエンザHAワクチン   株）  

発育鶏卵  発育鶏卵  鳥インフルエン  
ザ  

ユーラシアおよび北米系統のH7インフルエンザウイルス  
の受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感染性を  
グリカンマイクロアレイ法を用いて調べた。その撞果、  
2004年にカナダで分離されたH7N3ウイルス、2002－2003  
年に米国北東部で分離されたH7N2ウイルスなど北米系  
続のH7インフルエンザウイルスはシァル酸結合性を獲得  
し、感受性のある動物に拡がる可能性が示された。  

Proc Natt A¢ad S¢i  

USA2008：105：  

7558－7563  

ニワトリ胚初 代培養細胞  
蔦才万仁王ジ ザ  Proc Natl Acad Sci 

USA2008；105：  
7558－7563  

80480に同じ   
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  

日本脳炎ワクチン  

マウス脳乳 液   ウマ血清  

マウス脳  
日本  

合ワクチン 沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  

ウマ脱繊維  
素血液  合ワクチン  

沈降破傷風トキソイド  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  

ち草ギ曹葡 
‾ 代培養細胞  

日本  
ワクシニア「  
イルス接種  

家兎炎症皮  

膚抽出液  

ワワシニアワ  
イルス接種家  

兎炎症皮膚  

ポーランド、  

中国、オー  
ストラリア、  
ニュージー  

ランド  

日本、カナ  
ダ  
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ワクシニアウイルス接種家兎炎症皮膚 抽出液  

日本臓器  
ワクシニアウイルス接種家兎炎症皮膚  ウサギ皮膚  

ヒト尿  

中華人民共 和国  
ウリナスタテ  
ン  

ダルテパリ  

ンナトリウム  

ポリエチレン  
グリコール  
処理人免疫  
グロブリンG  

リンハ○性脈絡髄  
膜炎  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ○性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
阜離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

NEnglJMed2008：  

358  

10．1056／NEJMoaO7  

3785  

亨才）L哀感染‾‾  PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

砺フ稽脈葡萄 
‾ 膜炎  

boston．com2008年 5月13日  2008年5月12日の保健当局発表l；よると、ボストンの病院  
で検出が難しいウイルスに感染したドナーから腎臓を移  
植された70歳女性が死亡し、57歳男性が危篤である。ド  
ナーと患者2名の検体をCDCが検査したところ、全点、リ  
ンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス（LCMV）陽性であり、ドナー  
からの伝播であったことが確認された。移植前にはエイズ  
ウイルス、肝炎ウイルスなどの検査は行ったが、LCMVの  
検査は行っていなかった。   
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血菜由来製品によるパルボウイルスB19伝播リスクを低  
減するための核酸増幅検査（NAT）についてのガイダンス  
案が示された。全ての血菜由来製剤について、製造プー  
ル中のパルボウイルスB19DNAのウイルス負荷を確実に  
100001∪／ml未満とするため、製造過程の品質管理検査  
としてNATを実施すべきである。ミニプール中でのNÅTの  
感度は少なくとも1000000ル／mlとするべきである。これら  
の基準を超えるものは使用してはならない。  

FDA／CBER2008年  
7月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

80493に同じ  切符荏脈葡萄‾ 膜炎  

10．1056／NEJMoaO7  NEndJMed2008： 358  3785  
80493に同じ  

ウイルス感染  
PLoS Pathogens 
2008；4：elOOOO47  

‾  
砺稽誠葡萄  
膜炎  

boston．¢Om2008年 5月13日  80493に同じ  

FDA／CBER2008年  

7月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

80493に同じ  パルボウイル  
ス  

80493に同じ  砺確禰 
‾ 膜炎  

日本製薬  
358  

10，1056／NEJMoaO7  NEngtJMed2008；   3785  加熱人血紫たん白  
人血清アルブミン（25％）  

人血清アルブミン（5％）  

ウイルス感染  80493に同じ  PLoS Pathogens 
2008；4：elOOOO47  

リンハ1生脈絡髄 膜炎  boston．com2008年 5月13日  80493に同じ   
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7月業界向けガイ  

496  

亨才）i茨薗築‾‾  

80493に同じ  PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

弔；稽節落葡 
‾ 膜炎  

boston．com2008年 5月13日  80493に同じ  

パルボウイル ス  FDA／CBER2008年  
7月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

80493に同じ  

B型肝炎、  

E型肝炎  

中国の畜殺場から集めたブタの肝臓と血清からDNAを抽  
出し、PCRを使ってs遺伝子を増幅し配列決定を行った結  
果、ブタとヒトのHBVのS遺伝子の配列は98－100％の相同  
性を示した。また、RT－PCRによるHEVRNA検出を行った  
結果、HEVRNAがブタの肝臓に存在することが示され  
た。  

Veter］naryScience  

in China2007：37：  

921－925  

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  
人ハブトゲロビン  
乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子  

人免疫グD  
プリンG  否百寿：‾…● ②米国  

リンハ○性脈絡青遼 膜炎  オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  

が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  

析することにより、リン／＼○性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳骨髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原休発見の強力な手段である。   

N EngtJMed2008；  
358：991－998  

ロブリン ②人免疫グロブリン  
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B型肝炎  最小感染主を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型  
CのHBVを含む急性期前の接種株をテン／くンジーに接種  
したところ、最小50％チン／くンジー感染王（CID50）は各々  

約10コピーと推定された。最低感染王を接種したチンパン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  
55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、日日sAgウインドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またH8VDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

Transf山sion2008；  

48：286－294  

E型肝炎  
2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植（241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗日EVlgG保  
有率は、各々14．5％または10．4†iであった。この内、肝移植  
を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵鹿の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およびCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

NEnglJMed2008：  
358：811－817  

ヒトポリオーマ ウイルス感染  SGien（；e2008；319： 1096－1100  

メルケル細胞癌（MCC）検体をdigibl鵬ns¢パptome  
subtraction法を用いて検査し、新種のポリオーマウイルス  
を同定し、メルケル細胞ポリオーマウイルス（MCVまたは  
MCPyV）と命名した。このウイルスはMCC腫痛10検体中8  
例（80％）で検出されたが、対照組織検体では59例中5例  
（8％）、対照皮膚組織検体では25例中4例（16％）でしか検出  
されなかった。MCVがMCCの病原因子である可能性が示  
唆された。  

感賞‾‾‾‾‾‾叩‾‾  
56th Annual  

Meetingofthe  
American－Society－  

0トTropic8l－  

Medicine－and－  

Hygiene 1044 

ヒト顕粒球アナプラズマ症（HGA）の発生率は、1999年以  
来2倍となった。原因病原体のAnaplasma  
phagocytophi［umによる血液の安全リスクを調査するた  

め、間接免疫蛍光法を用いてコネチカット州及びマサ  
チューセッツ州の血液ドナーのA．phagocytophiIurnに対す  
るヒトIgG抗体を測定した。その結果、2001年から2006年  
に採取された15．828ドナー血清中432例（2．7％）が抗体醸  
性であった。比較的高い陽性率が持続していることから  
更なる調査が必要である。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

ヒツジのリコンビナントPrP（府貯）のヒツジにおける血液  Transhsion2008：  
48：609－619  クリアランスならびにスクレイピー関連フィブリル（SAF）静  

注後のPrPresへの曝露について調べた。rPrPのARR変  
異型は、VRQ変異型よりもより早く除去された。また、  
PrPGのARR変異聖のクリアランスがVRQ変異型のクリア  

ランスよりも大きいことが示唆された。rPrPの血菜クリアラ  
ンスは、両腎臓摘出後は52％減少し、貯rP除去に腎騰が  
重要であることが示された。PrPresはSAF静注後は捷や  
かに除去された。   
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ウイルス感染  カナダにおいて、Sa仔oldウイルスに関連するカルジオウイ  

ルス分離株が呼吸纂症状を有する3名の小児の■咽頭  
吸引物から検出された。Canl12051－06分離株のポリプロ  
ティン配列は、Sa汗oldウイルスと91．2％のアミノ酸同一性を  

有した。しかし、ウイルス表面のEF及びCDのループは、  
かなり異なっていた。  

EmergtnfectDis  
2008：14：834－836  

‾‾  
亨才）t烹薗垂  出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  

ボI）ビアのCochabamba付近で発生した。l死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

2008年3月下旬、中国Anhui省Fuyang市で未就学児3名が  
重症の肺炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに15  
名の小児が同様の疾患で死亡した。調査の結果、エンテ  
コウイルス71による手足口病と確定された。同市では、3  
月1日から5月9日の間に、6，049例報告され、353例が重  
篤で、22例が死亡した（致死率0．4％〉。患者数は、4月の初  
めに増加し始めて、4月28日にピークに達し、5月5日以後  
減少した。   

米国の国立プリオン病病因調査センターに2002年5月か  
ら2006年1月に紹介された患者11名（平均発症年齢62歳）  
を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染色パターン  
およぴマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは  
異なり、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性  
PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテアーゼ感  
受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは二プリオン病  
の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多  
い可能性がある。  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

ウイルス感染  WHO Represetatjve  
Office in China 
2008年5月19日  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Ann Neuro12008：  

63：697－708  

亨才）iニ文面簗‾‾  

米国テキサス南東部の健康な成人ドナー100名の血液中  
のヒトヘルペスウイルス（HHV）陽性率とウイルスDNAlを  
RT－PCRにより調べた。その結果、HSV－1、HSV－2、VZV  
及びHHV－8DNAはどの検体からも検出されなかった。一  
方、E8Vは72％、HHVT7は65％、HHV－6は30％、CMVは1％（こ  
検出された。また、1名の血液から6．1×10〈7geq／m僅超え  
るHHV－6Type日が検出されたが、健常者における異常  
な高値は活動性感染や免疫不全とは関連が無いと思わ  
れる。   

Transfusion2008：  
48：1180－1187  
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血兼由来製品による／くルポウイルスB19伝播リスクを低  
減するための核酸増幅検査（NAT）についてのガイダンス  
案が示された。全ての血祭由来製剤について、製造プー  
ル中のパルボウイルスB19DNAのウイルス負荷を確実に  
10000tU／ml未満とするため、製造過程の品質管理検査  
としてNATを実施すべきである。ミニプール中でのNATの  
感度は少なくとも1000000ル／mはするべきである。これら  
の基準を超えるものは使用してはならない。  

FDA／CBER2008年  
7月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

8049引こ同じ  ズ瓦蒲アブ㌃  
ブミン  

砺蒜種脈福葡‾ 膜炎  ①人血清アルブミン  
②乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子  
③乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子  

NEnglJMed2008：  
358：99ト998  

B型肝炎  8049寧に同じ  Transfusion2008：  

48：286－294  

E型肝炎  80498に同じ  NEnglJMed2008；  
358：811－817  

王手帯ヴ芽＝寺‾ ウイルス感染  

80498に同じ   Science2008；319：  
1096－1100  
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8049引こ同じ  56th Annual  
MeetlngOfthe  
Amer］Can－Society－  

0トTropic8卜  

Medicine－and－  

HygienelO44   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

80498に同じ  Transfusion2008；  
48：609－619  

川  
亨才）振薗桑  80498に同じ  EmergInfectDi＄  

2008；14：834－836  

ウイルス感染  80498に同じ  PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

ウイルス感染  80498に同じ   WHO Represetatjve  
Of6cein Chjna  
2008年5月19日  
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Ⅷ  l  ！  t  l   l  l  ！  l  l  l  l  ヒトポリオーマ ウイルス感染  Scjence2008：319： llO96‾1100  80498に同じ l  

感染  
80498に同じ  56th Annu8】  

MeetlngOfthe  
Amer］Can－Society－  

0トTropica卜  

Medicine－and－  

Hygiene 1044 

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

80498に同じ  Transfusion2008：  

48：609－619  

ウイルス感染  8049引こ同じ   EmergInfectDjs  
2008；14：834－836  
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清療法研  
化学及血  究所  

乾燥人血液凝固第  Ⅸ因子複合体  レプトスピラ症  コスタリカにおいて、レ  トスピラ症の入院患者から分散さ  InfectGenetEvo1  

2008．doi：10．1016  乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子  れたレプトスピラは、Javanjca血清詳型に分類される新し  
い血清型で、ArenaIと命名された。同じ地区の重症患者  
から分離された株も同じ血清型であったことから、この株  
は、この地域に流行する新規の高病原性の血清型である  
と考えられた。  

リケッチア症  オランダ・ブラバント州の公衆衛生局が行った調査でQ熱  
の症例報告数が急激に増加し、2008年7月21日付けで  
491症例が報告されている。感染症管理センター長による  
と、実際の感染者数は報告された症例数の10倍であると  
思われる。2007年まではQ熟はオランダではほとんど存  
在しなかった。  

ProMED－  

mai120080728．2306  

1ニヲF天ピ亨症‾  

80501に同じ  Infect Genet Evol 

2008．doi：10，1016  

リケッチア症  80501に同じ  ProMED－  

mai120080728．2306  

ヒト血液  
日本  

レプトスピラ症  

免疫グロブ リン  
80501に同じ  

人見硬クロフリン ヒスタミン加人免疫グロブリン製剤  
InfectGenetEvo1  
2008．doi：10，1016  

リケッチア症  80501に同じ   ProMED－  

maiほ0080728．2306  
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鳥インフルエン ザ  日本、米 国、メキシコ  製造工程  乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

清療法研  
化学及血  究所  

ニワトリ胚  Pro¢NatlAcad Sci  

USA2008：105：  
7558－7563  

の受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感染性を  
グリカンマイクロアレイ法を用いて調べた。その結果、  
2004年にカナダで分離されたH7N3ウイルス、2002－2003  
年に米国北東部で分離されたH7N2ウイルスなど北米系  
統のH7インフルエンザウイルスはシァル酸結合性を獲得  
し、感受性のある動物に拡がる可能性が示された。   

カナダ、米 国   

トリプシン  
ヲタ藤薩‾‾‾‾‾‾  

乾燥組織培養不活化A型肝炎ワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

ウマ免疫グ  
ロブリン  ガスえそウマ抗毒素  

乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  

ガスえそウマ抗毒素  
乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  

ガスえそウマ抗毒素  
乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  

プロテオー スペプトン  ガスえそウマ抗毒素  

プロテオー スペプトン  
ガスえそウマ抗毒素  
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化学及血  
清療法研  
究所  

乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  

■、■  

＿ユ■ン■■  

ランド、オー  
ストラリア、  

米国   

中国  
百済衰葵‾   

ヘパリンナトリウム  へ／くリンナト  

リウム  

ダルテパリ  
ンナトリウム  

日本脳炎ワクチン  マウス脳  マウス脳  
日本  

乾燥日本脳炎ワクチン  

葡薗感嘗……  
American Society 
for Microbiology 
lO8th General  
Mee厄ng2008年6月  

1－5日  

マサチューセッツの医療センターで品質管理のため使用  
された廃棄製剤、使用期限切れロット、アフェレーシスの  
残りの人血清アルブミン製剤を入手し、クラミジアの有無  
を調べた。その結果、PCR及びウエスタンプロットにより、  

4社の20製剤全てにおいてクラミジアの存在が確認され  
た。また、inv柑0培養を行ったところ11検体（55％）でクラミ  

ジア生菌が生育した。  

デング熱  1998～2005年に香港の公立病院に入院したデング確定  
患者全員の医療記録をレトロスペクティブに検討した。  
126例中123例（98％）がデング熱、3例（2％）がデング出血熱  

であった。1例が輸血により感染したデング熱であった。  

‖6例が輸入症例、10例が地域症例であった。デングウイ  
ルス1型が最も多く、次に2型、3聖、4型の順であった。死  
亡例はなかった。発熱、皮疹を呈し、血小板減少などを示  
す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含める  
べきである。  

HongKongMedJ  
2008；14：170－177  

ち才）iニ天啓蔚‾  

2008年1月21日、Braziliaで32歳の男性が黄熟のため死亡  
した。これは、ブラジルにおける15人目の黄熟死亡患者で  
ある。MatoGrossoでも1名の感染と死亡が確認された。  
パラグアイ保健当局は首都AsunGionの病院で集中治療を  
受けていた39歳の女性が2008年2月16日に死亡したと発  

表した。同国ではこれまでに、少なくとも6名が黄熱によっ  
て死亡した。多くの市民がワクチン投与を求めて病院に  
殺到している。   

ProMED－  

mai120080218．0645  
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文献および未発表データから、ラテンアメリカやカリ  
ウエストナイル ウイルス  

RevPanam Sa山d  
Public82006：19：  

112－117   
地域のウエストナイルウイルス（WNV）感染の現状をまとめ  
た。WNV感染は2001年にCayman諸島とFloパdaKeysの住  
民で見られ、2002－2004年にジャマイカ、メキシコなど凰  
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか  
し、疾患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系での  
ウイルス減弱または他の可能性を検討するためには分離  
株が必要である。  

2008年7月7日、トルコのBursa、CanakkaleおよぴS8mSun  
の病院でダニ媒介性疾患であるクリミア・コンゴ出血熱に  
より3名が死亡し、この2ケ月での死者数は37名となった。  
保健省はダニに注意するよう呼びかけ、唆まれた場合は  
決して手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り  
除いてもらい、ヨードで消毒することを推奨している。  

コンゴ・クリミア  
出血熱  

ProMED－  

mai120080709．2092  

天板だ義行石う前Fi呑前車ゐ葡古着訴福吉ぎ著前転宅扇モ‾  
パルボウイル  

ス  
Transfusion2008：  
48：1036－1037  ヒトパルボウイルスB19感染者であった。B19感染者のう 

ち20名の819DNA、IgGおよぴIgMを長期間フォローアップ  
したところ、B19持続感染が観察されたが、B19感染の症  
状を報告した者はいなかった。B19急性感染後の血費ウ  
イルスカ価は約1年で10一IU／mL未満、約2年で1びIU／mL  
未満まで下がることが示された。   

‾  
芽二天下ラーjテモ＝大石戸手＝茄ぢ新線福相蒔新前河  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNÅを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ●性脈絡髄膜炎lこ関係する新規の  

アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

7汚7i糎藤蕗葡‾ 膜炎  NEngtJMed2008；  
358：99ト998  

ハンタウイルス  
スウェーデンにおけるPuumalaウイルスの予期せぬ大規  

模アウトブレイクにより、2007年の∨為＄terbotten地方の流  
行性腎症患者の数は100．000人当り313人に至った。醤歯  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う積雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ  
る。   

EmerglnfectDis  
2008：14：808－810  
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ウイルス感染  オーストラリアBrisbaneの動物病院のスタッフが致死性の  
ヘンドラウイルスに感染した。看護師1名と獣医1名が、感  
染したウマ教頭を治療後、感染した。前回のアウトブレイ  
クは1994年で調教師1名とウマ14雪組て死亡した。同ウイル  
スがヒトヒト感染するとのエビデンスはなく、拡大する危  
険性はない。  

ProMED－  

mai120080720．2201  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

直立ヲ）芽；横着由蘭盲董ジ夢二：古着著う了着て率諒蕗雇‾‾  

年齢62歳）を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染  
色パターンおよびマイクロプラークの存在が、既知のプリ  
オン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテアー  
ゼ抵抗性PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテ  
アーゼ感受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プ  
リオン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりも  
さらに多い可能性がある。  

Ann NeuroI2008：  

63：697－708  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

Mjcrobio】lmmuno1  

2007；51：122ト・  

1231  

感染動物モデルにおいても、血中のPrPresは白血球を除  

きめったに検出されない。新規の酸性SDS沈殿法と高感  
度化学発光法とを組み合わせることにより、プロティナー  
ゼK耐性3F4反応性タンパクが、スクレイピー感染ハムス  
ターの血凍中からは検出されるが、疑似感染ハムスター  
では検出されないことが示された。血喪中において  
PrPresは他の血策タン／くクと糖鎖を通じて凝集しており、  

スクレイピー感染ハムスター血荒において検出可能と  
なったことが示唆された。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

非典型的BSE株の1つであるBASE（またはBSE－L）の感染  
性およぴヒトでの表現型を調べた。8ASEウシ由来の脳ホ  
モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニッ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60％が20－22ケ月後に感染  

し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  
イソフォームは、元のウシ8ASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
向性であった。   

JViro12008：82：  

3697嶋3701  
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1989年から2008年3月までに、英国以外の世界各国から  
国際獣疫事務局（OIE）に報告された畜牛におけるBSE症  
例数である。2006年は、スペイン68頭、アイルランド41頸、  
ポルトガル33頭、ドイツ16頭、日本およぴポーランド10  
頭、フランス8頭、イタリア7頭、スイスおよびカナダ5頸、  

チェコ3頸、オーストリア、ベルギーおよぴオランダ2頂、ス  
ロペニア、スウェーデンおよび米国1頸である。2008年に  
は、これまでにカナダ1頭、アイルランド6頸が報告されて  

いる。  

0IE／Worldanimal  
health situation  
2008年3月31日  

2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局（OIE）に報告  
されたBSE症例数である。1987年以前Iま英国全体で446  
頸であったが、1992年には37280頭となった。その後、減  
少し、2007年には67頸となった。2008年は3月31までに10  
頸報告されている。  

BSE  

0IE／WorldanimaI  
health situatjon  
2008年4月17日  

ラララ天あ葡福前診飯南ア≡裏汚葛［前二盲否認両耳ダ‾  AIDS2007；21  

235卜2353  ループ0型の感染率を調べた。2003年1月から2006年6月  
に10184例のHⅣ新規診断症例が報告されたが、HⅣ－2お  
よぴHⅣ－1グループ0型感染の割合は、各々、1．8％およぴ  
0．1％であった。これらの症例のほとんどは、異性との接触  

により感染した流行地域出身の患者であった。HⅣ－2感 
染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性で  
あった。  

米国医師会（AMA）は、男性同性愛行為を行った男性  
No．262008年7月4  ABC Newsle仕er．  日  （MSM）の供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5  

年間に変更することを支持するという声明を採択した。  
AMAはこの新方針をFDAに通告し、この方針を推し進め  
るグループと協力していく。FDAは19丁7年以降、MSMの供  
血を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、  
アメリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい  
る。   
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インフルエンザ  カナダの共同農場で生活していた7ケ月齢の乳児から、  
ん′c即1ada／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザ  

Aウイルス（H3N2）が単離された。この農場のメンバー90名  
の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったと  
ころ、54名中9名が陽性であった。また、ブタ10頸のうち1  
頸で血清陽性が明らかになった。ブタインフルエンザウイ  
ルス株は効率的にヒトからヒトヘ伝染する形に適応また  
は交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一  
環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきで  
ある。  

2007：13：1865－  EmergtnfectDis  1870  

ー…－…－－－トーーーーーーーーーー…－－－－－－－－－－－－－…－－－－－－－－－－－－－  

インフルエンザ  
‾‾  

才ジプア仁王ジず六ジ手書；ラ言古離宮だ蘭亨葛瓦福百石  

作業部会は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り  
扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を送付し  

た。／くンデミック時には適格な供血看数が制限されること  

が予想されるため、全血および赤血球採取の間隔を短く  

することが最も有効であるとしている。  

Repo止2008年2月  
AABBWeekly  29日  

ニアジラ元二王ジず  東面だお汗右フてジ芋喜；す才ジラ1V王涌瓦藩複線た帯  
する影響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血圭が  
50％減少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫の  
ほとんどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に  
制限した場合は在庫がなくなることはなかった。  

2008：95（Suppl．1）：  Vox Sanguinis  40  

ウイルス感染  出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
休を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。   

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  
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変異株に感染し、肝炎を  B型肝炎  第37回 日本肝臓  
学会西部会2007  
年12月7－8日、肝臓  
2007；48（Supp13）：  
A522  

輸血によりH8＄抗体エスケー   

発症した40歳代女性の症例報告である。献血者、受血者  
の塩基配列の解析を行って感染が証明された。核酸増幅  
検査を含む献血者のスクリーニングを行っているにもか  
かわらず、本邦では年間10－20例のHBV感染が報告され  
ている。その原因の一つがHBs抗体エスケープミュータン  
トであるが、本症例のように献血者、受血者ともに塩基配  
列の解析を行い感染が証明された例はきわめて持であ  
る。  

Transhsion2008： 48：286－294  

‾  
前て薗築童顔茄子；満了＝竜笛享彗福吉ほ通話字嘗  

CのHBVを含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  
したところ、最小5仇チンパンジー感染t（C旧50）は各々  
約10コピーと推定された。最低感染量を接種したテン／くン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  
55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HB＄Ågウインドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは5ひ－64日で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

B型肝炎  FDA／CBER2008年  
5月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

FDAはB型肝炎コア抗原に対する抗体（抗HB¢抗体）が陽  
性となったために供血延期となった供血者のリエント  
リー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ  
れまで、抗HBc抗体が2回以上陽性となった供血者は無  
期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目  
に陽性となった後、8週間以上経ってからHBs抗原、抗  
HBc抗体および高感度HBVNATによってHBV感染が否  
定された場合は供血可能となる。  

B型肝炎C型 肝炎  棄盲岳面両葡正： 
細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
‾‾   P－033  

2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血  
関連感染症の報告数は124例（10月末現在）であり、一昨  
年及び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳は  
HBVが61例、HCV32例、細菌24例、その他のウイルスが7  
例であった。ウイルス感染（疑）症例の調査結果により病  
原体を確認した症例は、HβVの12例とHCVの1例であっ  
た。HCVの1例は20プールNAT開始後（2004年8月開始）  
初めての検出限界以下の献血血液による感染症例で  
あった。   
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2004年1月1日－2006年12月31日に腎移植（241名）また  
は肝移植（86名）を受けた串者の移植時の抗HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  

を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞致が  
有意に低かった。  

E型肝炎  N EnglJMed2008；  
358：811－817  

‾  
詑海道蕗垣だ盃て苅≡専行苅扇洋犬す■丁二三ジ殉諸  
量を用いてTaqManRT－PCR法によるHEVNATスクリーニ  
ングを行った。陽性献血者85例につし†て追跡調査および  
遡及調査などを行なった。陽性献血者の多くは動物内膿  
肉を食してHEVに感染したと考えられる新規感染者で、  
GenotypeはG3が多かった。多くは症状が現れないまま抗  
体が陽転化し、典型的な無症候性一過性感染の経過を  
たどった。  

莞盲面白盲葡瓦ニ 
細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
‾‾   0－026  

E型肝炎  

スペインでブタに曝露しているヒト101名と曝露していない  
ヒト97名におけるHEV感染の有無を調べた。抗日EVIgG保  
有率は曝露群では18．肌、非曝露詳では4．1％であった。ブ  

タに接するヒトの抗HEVIgG保有リスクは5．4倍（P＝0．03）で  

あった。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべき  
である。  

E型肝炎  AmJTropMed  
Hyg2008；78：  
1012－1015  

ルックバック調査でPropionibactehumacnes汚染が推定  
される血小板濃縮製剤（PC）の保存から輸血までを追跡し  
たところ、輸血後の有害事象は見られなかった。Inviレ0  
試験でプロピオン酸菌属の臨床分離菌をPCに接種し、好  
気的に220cで10日間保存という条件下での生育を調べた  
ところ、細菌の生育は緩慢か生育を認めなかった。プロピ  
オン酸菌属はPC保存条件下では増殖しないため、検出さ  
れないか、輸血後に検出されると考えられた。   

細菌感染  
VoxSang川nis  

2008：94：193－201  
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血小板濃厚液における∪VC照射の病原体不活化能を検  
討した。UVC照射は、血小板の品質に影響を及ぼさず  
に、細菌（表皮ブドウ球菌、黄色ブドウ球菌および大腸  

菌）ならびに伝播性胃腸炎ウイルスなど広範なウイルス  
（HⅣおよぴシミアンウイルス40を除く）を不活化することが  

できた。しかし、HⅣのような血液感染性ウイルスに対応  
するには、∪VC法をさらに最適化することが必要である。  

Transhsion2008；  
48：304－313  

感賞‾…‾……  欧州の3つの血液センターにおけるアモトサレンおよぴ  

∪VAによるフォトケミカル処理（PCT）過程のプロセス′くリ  

デーション試験を行った。フィブリノーゲンおよび第∨皿因  
子はPCTにより平均2鍋減少したが、治療用血兼として十  
分なレベルを保持していた。他の凝眉因子は対照FFPの  
レベルの81－97％であった。PCT処理済FFP中の凝固E）子  
が治療用血矧こ関する欧州規制および国内基準の範囲  
内に保持されることが示された。  

Transfusion2008；  

48：697－705  

感染  化学的または光化学的遺伝子修飾に基づいた血液製剤  Vox Sanguinis 
2008；95（Suppl．り，  

2A－SOト02  
中の病原体不活化（PI）は広範囲のスペクトルの予防的ア  

プローチである。溶媒界面活性剤（SD）およぴメテレンブ  
ルー法は欧州の多くの国で使われている。アモトサレン  
（Intercept）、リボフラビンを用いた新しい方法が導入され  
ている。リボフラビン、UVおよび可視光線を用いる血小板  
（PC）、血葬および赤血球のためのPl法が開発中である。  

感落‾‾‾‾‾‾‾■‾‾‾  
アモトサレンと紫外線A波で光化学処理した血小板  VoxSang山nis  

2008：94：315－323  （PCT－PLT）の輸血に関連する有害事象を調べるために  

能動的血液安全監視プログラムを実施した。患者1400名  
に7437件のPCT－PLTが輸血され、その内、68件が有害 
事象と関連付けられた。PCTTPLT輸血に関連した急性輸  
血反応は発現頻度が低く、ほとんどが軽度であった。   
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BrucelLaDNAが検出  
たように見えても、B  

は除去不可能な持続  

ーーーーーーーーーー…－トーーー十－－……－  

細菌感染  

郡毎面…白育紺 細胞治療学会総会 2008年4月25－27日 WS－3－3  

五市有漸萱藩硝正孝釘≡こ了詫言［i新富啓蒔面帯至言葡  
膜炎を併発し、血小板残液からBac‖us¢ereUSが検出さ  
れた症例の報告である。TRAU様の急性呼吸不全を呈し  
た際は、輸血後感染症も視野に入れた対応が必要であ  
る。髄膜炎併発例の報告はこれまでに無いが、輸血後感  
染症治療では髄液移行性も考慮した抗生剤選択が求め  
られる。培養検査だけでなく、遺伝子検査まで施行するこ  
とが、診断及び同一菌株の証明に重要である。  

CDCは関係機関と協力して複数の州で発生したサルモネ  

ラ血清型セントポールのアウトブレイクを調査している。生  
のトマトの摂食が原因と考えられている。2008年4月以降  
2008年7月7日までに、米国の41の州、ワシントンD．C．およ  
びカナダで991名の患者が同じ遺伝子パターンのサルモ  
ネラ血清型セントポールに感染したことが確認された。  

サルモネラ  
CDC2008年7月8日  

ペスト  
‾  

乏扇5亨昌菖前古ラ育たテ7芯ケラ石こ；；海面た畜己てモ砺  

トの集団感染が発生した。同国では、この疾患は50年以  
上報告されていなかった。腺ペスト症例18名が特定され、  
Yersiniapesdsが6名から分離された。初発患者を除き、  
全員が回復した。標的予防的化学療法、衛生、ベクターコ  
ントロールが、感染制御上重要な役割を果たした。疫学  
的、分子生物学的な知見から、当該期間中、現地の保菌  
動物の存在が強く示唆されたが、その起源については特  
定できなかった。   

2007：13：1459－  EmergInfectDis  1462  
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カリフオルニア州サンディエゴ都の年間梅毒症例戯は、最  
低となった2000年の28例から昨年（2007年）は340例まで  
急増した。州の他の大都市の都と比べて非常に急激な増  
加である。増加率は州全体の2倍以上、全国の3倍以上に  
なる。州から派遣された5名の専門家チームは、梅毒と診  
断された人々と連絡をとって、性的パートナーを探し、検  
査を受けるよう勧めている。  

SignOnSanDieg0．CO  
m 2008年3月26日  

バベシア症  米国中南部では稀な輸血によると考えられる8abesia  
microt感染症例の報告である。＄1歳の女性患者で、赤血  
球輸血後、吐き気と発熟を訴え、敗血症の症状を呈し、死  
亡した。血液塗抹棟木で赤血球の5～15％にトロフォゾイ  
ト（栄養体）があった。患者血液検体中でBabesiaは形態  
学的に確認され、PCRでB．microti陽性であった。輸血さ  
れた製剤の供血者のうち1名がB．micr鵬陽性であった。  

American Society 
for Microbiology 
lO8th General  
Meeting2008年6  

月ト5日、Boston  

アメリカ・トリパ ノソーマ症  

血液製剤の輸血によりシヤーガス病に感染し、死亡した  

スペイン人患者の寄生虫学的、血清学的疾患経過、なら  
びに供血者の調査の報告である。患者は白血病の既往  
があり、176名以上の供血者由来の輸血を受けていた。  
臍帯血移植のための免疫抑制状態で、寄生虫が血液脳  
開門を通過して神経系に感染したことが確認された。特  
定された供血者は無症候であった。複数回輸血患者は、  
免疫抑制剤治療実施前lこ、抗Tnrpanosomacmzi抗体の  
スケノーニングを受けるべきである。  

ClinJnfectDis  

2008：46：e44－47  

アメリカ・トリパ ノソーマ症  
米国で全供血者を対象にしたTripano＄OmaCruZi検査が  

導入された2007年1月30日以降、最初の10ケ月間、供血  
者の調査を行った。適合供血のうちEUSA法で反復陽性  
（RR）となったのは0．013，i（90／651471）で、そのうち剛PA構  
性は34％（28／82）で、陽性確認率は0．0043％であった。全供  
血のスクリーニングは費用対効果が低く、出生地と初回  
供血者に絞った対策の検討が示唆された。   

∨oxSanguinis  

2008；95（Suppl．りニ  

39 
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原虫感染  リーシュマニア症は生物媒介性疾患で、南ヨーロツ／  
2008；14：1013一  EmergtnfectDis  1018  着しており、毎年700例近く、トルコを含めると3950例のヒ  

トでの感染が報告されている。無症候症例は臨床症例の  
30－100倍とみられ、また飼い犬の血清陽性率は25％と推  
定される。薬剤耐性Leishmaniainfantumがイヌを介して拡  
大するおそれもある。全ヨ一口ツ／ルベルでの研究が必要  
である。  

／   

リケッチア症  ネコノミが媒介するRickd土siafelis感染症のヒト症例はせ  

界中で報告されている。症状は発疹熱やデング熱などに  
類似しており、実際よりも少なく推定されている可能性が  
高い。ヒトの健康を脅かす感染症として今後調査が必要  
である。  

2008：14：1019－  EmergInfectDis  1023  

芋ジグ訂‾‾●…  1998－2005年に香港の公立病院に入院したデング確定  
患者全員の医療記録をレトロスペクティブに検討した。  
126例中123例（98％がデング熱、3例（2％）がデング出血熱  
であった。1例が輸血により感染したデング熱であった。  

116例が輸入症例、10例が地域症例であった。デングウイ  
ルス1聖が最も多く、次に2型、3型、4型の順であった。死 亡はかっ 

例なた。発熱、皮疹を呈し、血小板減少などを示  
す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含める  
べきである。  

HongKongMedJ  
2008：14：170－177  

ウイルス感染  ■川■■■t■■■■■■■■－－■－■●一－－－－■－－－－－－－－－－－－▲■－－－－－－－－■－－－－－－－－－－－■●■■一■■■■▼■ 2008年1月21日、Braz舶で32歳の男性が黄熟のため死亡  

した。これは、ブラジルにおける15人目の黄熟死亡患者で  
ある。MatoGrossoでも1名の感染と死亡が確認された。  
パラグアイ保健当局は首都Asuncionの病院で集中治療を  
受けていた39歳の女性が2008年2月16日に死亡したと発  

表した。同国ではこれまでに、少なくとも6名が黄熱によっ  
て死亡した。多くの市民がワクチン投与を求めて病院に  
殺到している。  

ProMED－  

maiほ0080218．0645  
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ラテンアメリカやカリ  
ウエストナイル ウイルス  

RevPanamSatud  

Pub】iGa2006：19：  

112－117  
地域のウエストナイルウイルス（WNV）感染の現状をまとめ  

た。WNV感染は2001年にCayman諸島とFloridaKeysの住  
民で見られ、2002～2004年にジャマイカ、メキシコなど周  
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか  
し、疾患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系での  
ウイルス減弱または他の可能性を検討するためには分離  
株が必要である。  

2008年7月7日、トルコのBursa、CarlakkaleおよぴSamsun の病院でダニ媒介性疾患であるクリミア・コンゴ出血熱に より3名が死亡し 
、この2ケ月での死者数は37名となった。  

保健省はダニに注意するよう呼びかけ、唆まれた場合は  
決して手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り  
除いてもらい、ヨードで消毒することを推奨している。  

コンゴ・クリミア  

出血熱  
ProMED－  

mai120080709．2092  

天蔽だ盃洋右う萌r指扇亨ゐ葡面軒ラ妬云宣音節転義扇モ●  

ヒトパルボウイルスB柑感染者であった。B19感染者のう  
ち20名のB19DNA、IgGおよぴIgMを長期間フォローアップ  
したところ、B19持続感染が観察されたが、B19感染の症  
状を報告した者はいなかった。B19急性感染後の血撲ウ  
イルスカ価は約1年で10・lU／mL未満、約2年で膵IU／mL  
未満まで下がることが示された。  

Transfusion2008： 48：1036－1037  

パルボウイル ス  

オーストラリアで一人のドナーから腹巻移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移埴肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ●性脈絡髄膜炎lこ関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。   

砺；稽藤蕗葡 
一 膜炎  

NEnglJMed2008；  
358：991－998  
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ハンタウイルス  EmcrgInfectDis  
2008：14：808－810  模アウトブレイクにより、2007年の∨畠sterbotten地方の流  

行性腎症患者の数は100．000人当り313人に至った。醤歯  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う棟雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ  
る。  

オーストラリアBrisbaneの動物病院のスタッフが致死性の  
ヘンドラウイルスに感染した。看護師1名と獣医1名が、感  
染したウマ教頭を治療後、感染した。前回のアウトブレイ  
クは1994年で調教師1名とウマ14頭が死亡した。岡ウイル  
スがヒトヒト感染するとのエビデンスはなく、拡大する危  
険性はない。  

ち才フ訂天啓築‾‾  
ProMED－  

m8iほ0080720．2201  

画竜チ）芽う嶺斎由蘭奮壱ジ夢二二万義嘗う7毛て亭奇麗雇…  

年齢62歳）を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染  
色パターンおよぴマイクロプラークの存在が、既知のプリ  
オン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテアー  
ゼ抵抗性PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテ  
アーゼ感受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プ  
リオン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりも  
さらに多い可能性がある。  

Ann Neuro12008： 63：697－708  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

感染動物モデルにおいても、血中のPrPresは白血球を除  
きめっキに検出されない。新規の酸性SDS沈殿法と高感  
度化学発光法とを組み合わせることにより、プロティナー  
ゼK耐性3F4反応性タンパクが、スクレイピー感染ハムス  
ターの血費中からは検出されるが、疑似感染ハムスター  
では検出されないことが示された。血策中において  
PrPresは他の血楽タンパクと糖鎖を通じて凝集しており、  
スクレイピー感染ハムスター血策において検出可能と  
なったことが示唆された。   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Microbiol Immunol 

2007：51：122一卜  
1231  
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フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
非典型的BSE株の1つであるBASE（またはBSE－Uの感染  

性およぴヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ  
モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニッ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60％が20－22ケ月後に感染  
し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  

イソフォームは、元のウシBAS∈または孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
向性であった。  

JViro12008：82：  

3697－3701  

0IE／Worldanimal  
health situa七on  

2008年3月31亡】  

1989年から2008年3月までに、英国以外の世界各国から  
国際獣疫事務局（0IE）に報告された畜牛におけるBSE症  
例数である。2006年は、スペイン68頂、アイルランド41頸、  

ポルトガル33頭、ドイツ1＄頸、日本およぴポーランド10  

頭、フランス8頭、イタリア7頭、スイスおよびカナダ5頭、  

チェコ3頭、オーストリア、ベルギーおよぴオランダ2頂、ス  
ロペニア、スウェーデンおよび米国1頸である。2008年に  
は、これまでにカナダ1頂、アイルランド6亘紬†報告されて  

いる。  

BSE  

OIE／Wor】danimal  

healthsitua厄on  

2008年4月17日  

2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局（01E）に報告  
されたBSE数である。1987年以前は英匡全体で446頭で  
あったが、1992年には37280頸となった。その後、減少し、  
2007年には67頭となった。2008年は3月31までに10頂報  
告されている。  

AIDS2007；21： 2351－2353  

フランスの新規HⅣ診断例におけるHⅣ－2およびHⅣ－1グ  

ループ0型の感染率を調べた。2003年1月から2006年8月  
に10184例のHⅣ新規診断瞳例が報告されたが、HⅣ－2お  
よぴHⅣ－1グループ0型感染の割合は、各々、1調およぴ  
0・1％であった。これらの症例のほとんどは、異性との接触  
により感染した流行地域出身の患者であった。HⅣ－2感  
染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性で  
あった。   
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米国医師会（AMA）は、男性同性愛行為を行った男性  
（MSM）の供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5  
年間に変更することを支持するという声明を採択した。  
AMAはこの新方針をFDAに通告し、この方針を推し進め  
るグループと協力していく。FDAは19丁7年以降、MSMの供  
血を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、  
アメ1」力血液センターなどからは反対意見が出されてい  

る。  

ABC Newsletter  
2008ニNo．262008年  

カナダの共同農場で生活していた7ケ月齢の乳児から、  
A／Canada／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザ  
Aウイルス（H3N2）が単離された。この農場のメンバー90名  
の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったと  
ころ、54名中9名が陽性であった。また、ブタ10頭のうち1  
頭で血清陽性が明らかになった。ブタインフルエンザウイ  
ルス株は効率的にヒトからヒトヘ伝染する形に適応また  
は交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一  
環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきで  
ある。  

インフルエンザパンデミックと血液供給に関するAABBの  

作業部会は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り  
扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を送付し  
た。／くンデミック時には適格な供血音数が制限されること  

が予想されるため、全血および赤血球採取の間隔を短く  
することが最も有効であるとしている。  

インフルエンザ  
2007；13：1865－  ErTlergInfectDis  1870  

インフルエンザ  
Repo止2008年2月  
AABBWeekly  29日  

米国におけるパンデミックインフルエンザの血液供給に対  
する影響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血1が  
5肌減少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫の  
ほとんどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に  
制限した場合は在庫がなくなることはなかった。   

インフルエンザ  ∨ox Sanguinis  

2008：95（Suppl．1）：  

40  
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ウイルス感染  出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障書性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapさre  
ウイルスと命名することを提案する。  

PLoS Pathogens 
2008；4：elOOOO47  

百彗許夷‾‾“‾‾‾  
範子面‾‾自苫辞隊‾  

学会西部会 2007  
年12月7－8日、肝臓  
2007：48（Supp13）：  
A522  

輸血によりHBs抗体エスケープ変異株に感染し、肝炎を  

発症した40歳代女性の症例報告である。献血者、受血者  
の塩基配列の解析を行って感染が証明された。核酸増幅  
検査を含む献血者のスクリーニングを行っているにもか  
かわらず、本邦では年間1ト20例のHBV感染が報告され  
ている。その原因の一つがHBs抗体エスケープミュータン  
トであるが、本症例のように献血者、受血者ともに塩基配  
列の解析を行い感染が証明された例はきわめて稀であ  
る。  

B型肝炎  最小感染皇を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型  Transfusion2008；  

48：286－294  CのHBVを含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  

したところ、最小50％チンパンジー感染量（CID50）は各々  
約10コピーと推定された。最低感染王を接種したチンパン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  

55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HB＄Agウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは辻伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

B型肝炎  FDA／CBER2008年  

5月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

FDAはB型肝炎コア抗原に対する抗体（抗H8¢抗体）が陽  
性となったために供血延期となった供血者のリエント  
リー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ  
れまで、抗HBc抗体が2回以上陽性となった供血者は無  
期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目  
に陽性となった後、8週間以上経ってからHBs抗原、抗  
HBc抗休および高感度HBVNATによってHBV審染が否  
定された場合は供血可能となる。   
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2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された常血  

関連感染症の報告数は124例（10月末現在）であり、一昨  
年及び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳は  
HBVが61例、HCV32例、細菌24例、その他のウイルスが7  
例であった。ウイルス感染（疑）症例の調査結果により病  
原体を確認した症例は、HBVの12例とHCVの1例であっ  
た。HCVの1例は20プールNAT開始後（2004年8月開始）  
初めての検出限界以下の献血血液による感染症例で  
あった。  

第56回日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
P－033  

一－－－－－…－－トーーーーー・・・・－－－－－……－－－－…－－－－－…－－－…  2004年1月1日－2006年12月31日に腎移植（241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  
を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

E型肝炎  NEnglJMed2008；  
358：811－817  

‾  
茄満盲砲面詰ホモ衰行ヲニ：荘福音天ラ1アニニ三ジ殉藩  

量を用いてTaqManRT－PCR法によるHEVNATスクリーニ  
ングを行った。陽性献血者85例について追跡調査および  
遡及調査などを行なった。陽性献血者の多くは動物内臓  
肉を食してHEVに感染したと考えられる新規感染者で、  
GenotypeはG3が多かった。多くは症状が現れないまま抗  
体が陽転化し、典型的な無症候性一過性感染の経過を  
たどった。  

第56回日本輸血・  

紬胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
0－026  

E型肝炎  

一  
東天才ジ苛ヲ亨だ由痛C‡汀てる王手う石了有ど直義tモ亡ミラ試；  

ヒト97名におけるHEV感染の有無を調べた。抗HEVIgG保  
有率は曝露群では18，8％、非曝露群では4．1％であった。ブ  

タに接するヒトの抗HEVlgG保有リスクは5．4倍（P＝0．03）で  

あった。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべき  
である。   

E型肝炎  AmJTropMed  
Hyg2008：78：  

1012－1015  
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アガルシダーゼベータ（遺伝子組換え）  え  
は、Dr．L．A．  
Chasin（Co  
lumbia Uni  

vorsity）より  

入手したジ  
ヒドロ葉酸  
還元酵素  
（DHFR）欠損  

チャイニー  
ズハムス  
ター卵巣細  
胞（CHO）細  

胞系である  

ム・ジャパ  

ジェンザイ  ン   アガルシ ターゼ ベータ（遺伝 子組換え）  遺伝子組換 チャイニーズ ハムスター卵 巣細胞  
有効成分  

乾燥人血液  
凝固因子抗  
体迂回活性 複合体  

乾燥濃縮人  
血液凝固第  
Ⅷ因子  

人血清アル  
ブミン  

人血清アル  
ブミン  

ど〔石窟‾‾‾‾－‾  

ツ、オースト  米国、ドイ  リア  
ウイルス感染  SjrnianFoamyVirus（SFV）感染した男性7名を長期画追  

跡調査した。男性は非ヒト葺長類と接触する職業であっ  
た。男性の全ての末梢血単核球（P8MC）からプロウイルス  
DNAが検出され、口腔や尿生殖検体から検出されること  
もあった。長期間（中央値20年）の性的曝喪にかかわらず  
妻たちは陰性であった。特異的な臨床症状は報告されな  
かった。限定的な追跡調査であるためSFV関連疾患やヒ  
トヒト感染を特定できなかった。   

AIDS Res Hum  

Retroviru＄eS之007；  
23：1330－1337  ②人血液凝固ⅩⅢ国子 ③フィブリノゲン加第ⅩⅡ 因子  
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中央ヨーロッパにおけるウエストナイルウイルス（WNV）の 潜在的脅威を調べた。ドイツ人供血者14伯7名由来の検 中 
体0．03兢†抗WNV陽性であった。ドイツ人9976名由来の  
検体をWNVNAT法を用いてWNV－RNAの有無を調べた結  
果、全て陰性であった。米国由来血兼プールではWNV－  
RNAがしばしば検出されたが、ヨーロッパやアジア由来の  
プールからは検出されなかった。また、血策製剤製造過  
程のウイルス不語化によりWNVに関する安全性は保証さ  

れることが明らかとなった。  

ウエストナイル  
ウイルス  

JMedViro12008：  

80：557－563  

－■■■■■一■■●■●■■－■■■－－－一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－t－－－－－■■■■■■■■■－－－■■■■  

米国コネチカット州での輸血によるBabesiamicrot感染の  

危険性を評価するため、2004－2007年に収集されたドナー  
とレシピエントの保存検休を検査した。その結果、45回の  
赤血球輸血を受けていた患者1例でBabesiamiGrO厄感染  

が確認されたが、血清検体陽性のドナーを特定すること  
はできなかった。危険性は1920回の赤血球輸血で0例ま  
たは1例と計算された。  

Blood2007；110（11．  
Partl）：853  

バベシア症  

ー■■－■●■●■■－■－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－＝－－－－－一一－－－－●●■●■－■－－1■－■■●■■一■ ユーラシアおよび北米系統のH7型トリインフルエンザウイ  

ルスの受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感  
染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された  
H7N3型、2002－2003年に米国北東部で分離されたH7N2  
型はα2－6結合シァル酸に対する親和性を高めたHAを保  
有していた。また2003年にニューヨークの男性から分離さ  
れた低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増  

殖し、直接接触で感染できることが確認された。  

鳥インフルエン ザ  
Proc Natl Acad Sci 

USA200凱105：  

7558－7563  

ウルグア イ、ニュー ジーランド  
米国、ドイ  
ツ、オースト  

リア  

米国コネチカット州での輸血による8abesiamiGrO七感染の  

危険性を評価するため、2004－2∞7年に収集されたドナー  
とレシピエントの保存検体を検査した。その結果、45回の  
赤血球輸血を受けていた患者1例でBabesiamicro七感染  

が確認されたが、血清検体陽性のドナーを特定すること  
はできなかった。危険性は1920回の赤血球輸血で0例ま  
たは1例と計算された。   

BIood2007：110（11， Parヒ1）：853  バベシア症  ヒト血液  トロンビン末  
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鳥インフルエン ザ  ユーラシアおよび北米系統のH7型トリインフルエンザウイ  

ルスの受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感  
染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された  
H7N3型、2002－2003年に米国北東部で分離されたH7N2  
型はα2－6結合シァル酸に対する親和性を高めたHAを保  

有していた。また2003年にニューヨークの男性から分離さ  
れた低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増  

殖し、直接接触で感染できることが確認された。  

宮元葡読聴葦芋珊jr天●苛古ダ才ヲ吉をテ〕i万富ジ育  

よび免疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分  

画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理  
およぴウイルスろ過）前の検体に加え、各工程での同ウイ  
ルスのクリアランスをVeroE6細胞培養におけるTCID50  

アツセイおよぴRT－PCRで測定した。その結集、全てのエ  
穫が不活化・除去に有効であることが示された。  

Proc NauAcad Sd  

USA2008；105：  

7558－7563  

芋ジグ許…‾…  
Transfusion2008： 48：1342－1347  

アンチトロン  
ビン  

詐石窟‾▼‾…  

米国、ドイ ツ、オースト リア  
バベシア症  Blood2007：110（11． Paltり：853  

蔦才ジカ茄 ザ  
80525に同じ  Proc Natr Acad Sci  

USA2008：105：  

7558－7563  

Transfusion2008；  

48：1342－1347  
デング熱  8052引こ同じ  

バベシア症  Blood2007；110（11，  

Pa止り：853  
8052引こ同じ  

蔦キジラ五言ジ ザ  ProG NatlAcadSd  

USA2008；105：  

7558－7563  

芋ジグ訂‾‾‾‾‾－  Transfusion2008：  
48：1342－1347  

葡薗葡葵‾‾‾‾‾‘  
Transboundary and 
Emerging Diseases 
2008；一55：183－185  

米国Ken加cky大学家畜疾患診断セシタニモ：盲≠扁葡亨‾‾  

流産したサラブレッドの胎仔とその胎盤の剖検および組  
織学的検査を行った。その綽果、胎盤炎、臍帯炎および  
胎児の致死的な気管支肺炎が確認された。原因となった  
病原体としてDermatophil購GOng0len＄isが特定された。本  
報告は全ての動物において初めて胎児流産と  
Dermatophifuscong0len＄is感染の関連を示したものであ  

る。   

キソイド結合体）  スツール  

第一三共  

ワクチン   
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